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活
用
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
し

て
高
付
加
価
値
商
品
と
し
て
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
着
目
。
食
品

加
工
セ
ン
タ
ー
で
製
造
法
を
学

ん
で
独
自
レ
シ
ピ
を
開
発
し
、


年
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
店

「
花
茶
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

小
栗
農
場
の
経
理
も
し
て
い

た
美
恵
さ
ん
は
「
離
農
を
避

け
、
子
供
た
ち
の
教
育
費
を
得

る
た
め
に
も
、
農
産
物
の
加
工

が
絶
対
に
必
要
」
と
、
家
族
を

説
得
し
た
。
農
産
物
の
高
付
加

価
値
化
は
、
持
続
可
能
な
農
業

経
営
の
た
め
に
も
重
要
だ
と
痛

感
す
る
。

２
０
０
２
年
、
有
限
会
社
と

し
て
法
人
化
し
、
フ
ァ
ー
ム
レ

ス
ト
ラ
ン
も
開
業
。
後
継
者
の

子
供
た
ち
と
経
営
を
継
続
し
て

い
る
。
美
し
い
農
園
に
囲
ま
れ

た
癒
や
し
の
場
所
と
し
て
人
気

が
高
く
、
ま
さ
に
農
都
共
生
の

場
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
農
政
は
長
い
間
、
農

業
政
策
中
心
だ
っ
た
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
農
村
政
策
の
成
功
を

見
る
に
つ
け
、
農
業
・
農
村
の

多
面
的
機
能
を
活
用
し
た
農
村

政
策
の
大
切
さ
を
感
じ
る
。
農

村
政
策
の
一
環
と
し
て
、
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
や
直
売
所
な
ど
に

も
よ
り
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。
バ
カ
ン
ス
や
週
末
に
美
し

い
農
村
で
農
都
共
生
活
動
を
楽

し
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
時
間
を
か

け
て
高
齢
社
会
に
な
っ
た
国
々

な
ら
で
は
の
時
間
消
費
型
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
奥
の
深
さ
も
あ

る
の
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
地
方

移
住
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
近

隣
を
訪
ね
て
楽
し
む
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
た
日
本
。
今
ま
で
以
上
に
農

都
共
生
に
よ
る
地
域
活
性
の
推

進
を
期
待
し
て
い
る
。

チ
ゴ
栽
培
は
女
性
向
き
」
と
勧

め
ら
れ
、
１
９
９
０
年
、

歳

の
時
に
イ
チ
ゴ
狩
り
農
園
を
開

始
。
「
こ
ん
な
農
村
に
人
が
来

る
わ
け
が
な
い
」
と
い
う
家
族

の
大
反
対
に
も
め
げ
な
か
っ

た
。
高
知
で
体
験
し
た
ブ
ド
ウ

狩
り
の
楽
し
さ
と
人
気
ぶ
り
を

思
い
、
近
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
や

保
育
園
に
宣
伝
文
を
送
る
な
ど

準
備
を
進
め
た
。
結
果
は
大
盛

況
だ
っ
た
。

イ
チ
ゴ
狩
り
の
期
間
は
短
い

た
め
、
他
の
時
期
に
も
現
金
収

入
を
増
や
そ
う
と
、
ゆ
で
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
野
菜
直
売
な
ど
も

実
施
。
客
と
の
会
話
か
ら
、
都

会
の
人
た
ち
が
美
し
い
農
村
風

景
を
喜
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付

き
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
資
源
を

全
国
で
農
村
女
性
の
起
業
が

増
え
て
い
る
が
、
女
性
に
よ
る

地
産
地
消
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
女
性

の
経
済
的
自
立
や
社
会
参
加
・

健
康
増
進
・
生
き
が
い
対
策
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
の

解
決
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
北
海
道
千
歳
市
の

フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
「
花
茶

（
か
ち
ゃ
）
」
は
、
６
次
産
業

化
の
成
功
例
と
し
て
評
価
も
高

い
。高

知
県
出
身
で
農
家
に
嫁
い

だ
小
栗
美
恵
さ
ん
は
、
農
業
・

家
事
・
３
人
の
育
児
を
し
な
が

ら
生
き
が
い
と
経
済
的
自
立
を

模
索
し
、
は
ね
品
の
直
売
で
現

金
収
入
を
得
る
な
ど
努
力
を
続

け
て
い
た
。

農
業
改
良
普
及
員
か
ら
「
イ

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

と
捉
え
る
こ
と
で
、
よ
り
社
会

的
意
義
が
深
ま
り
、
地
域
に
密

着
し
た
も
の
に
な
る
。

農
村
に
あ
る
地
域
資
源
は
、

自
然
、
農
地
、
農
畜
産
物
、
農

村
景
観
、
農
村
文
化
、
農
林
漁

業
者
な
ど
の
人
材
…
…
ま
さ
に

宝
の
山
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
農
村
は
密
で
な
い
自
然
・

空
間
が
魅
力
と
い
う
評
価
も
高

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域

の
宝
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま

れ
る
。
都
市
住
民
の
ニ
ー
ズ
と

い
う
視
点
も
忘
れ
ず
に
創
出
し

て
ほ
し
い
。

組
む
農
泊
（
農
山
漁
村
滞
在
型

旅
行
）
と
い
う
施
策
名
で
呼
ぶ

こ
と
も
多
い
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
や
農
泊
を
、
地
域
の

課
題
解
決
に
役
立
つ
「
農
村
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」
と

し
て
捉
え
直
し
て
は
ど
う
か
。

こ
の
考
え
方
は
、
地
域
資
源
、

人
材
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
施
設
や
資

金
を
生
か
し
な
が
ら
地
域
課
題

の
解
決
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で

取
り
組
む
も
の
で
、
地
域
経
済

を
活
性
さ
せ
て
新
た
な
雇
用
を

創
出
し
、
働
き
が
い
や
生
き
が

い
を
生
み
出
す
。
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
農
泊
と
い
う
と

観
光
面
が
強
調
さ
れ
る
が
、
農

コ
ロ
ナ
禍
は
日
本
の
農
業
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
コ

ロ
ナ
対
策
の
外
出
自
粛
に
よ

り
、
宿
泊
施
設
・
飲
食
店
の
休

業
や
客
の
急
減
で
外
食
向
け
食

材
の
売
り
上
げ
が
激
減
。
例
え

ば
生
乳
廃
棄
の
危
機
が
心
配
さ

れ
た
が
、
国
な
ど
の
牛
乳
消
費

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
応
じ
た
消
費

者
の
購
買
行
動
に
よ
り
回
避
で

き
た
。
農
業
を
理
解
し
、
買
い

支
え
る
消
費
者
が
い
て
こ
そ
の

持
続
可
能
な
農
業
、
と
強
く
感

じ
さ
せ
る
出
来
事
だ
っ
た
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
収
入

減
を
補
う
た
め
に
副
業
と
し
て

農
業
を
希
望
す
る
人
の
急
増

や
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
よ
り
で

き
た
時
間
の
活
用
と
し
て
家
庭

菜
園
や
市
民
農
園
へ
の
関
心
も

高
ま
っ
て
い
る
。
過
密
な
東
京

か
ら
脱
出
し
て
地
方
へ
の
移
住

希
望
が
増
え
、
東
京
都
の
人
口

減
少
も
起
き
て
い
る
。
農
業
・

農
村
へ
の
関
心
が
集
ま
っ
て
い

る
今
こ
そ
、
改
め
て
農
業
関
係

の
方
た
ち
に
、
農
都
共
生
の
重

要
性
を
訴
え
た
い
。

従
来
、
農
家
民
宿
・
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
・
農
業
体
験
・
農
産

直
売
所
な
ど
は
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
た
が
、
最
近
は
地
域
が
一
体

と
な
り
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
取
り

都
会
の
人
が
、
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
・
農
業
体
験
な
ど
で
、
農

業
・
農
村
の
持
つ
癒
や
し
な
ど

の
多
面
的
機
能
を
楽
し
む
。
ま

た
、
農
家
が
都
会
で
直
売
所
を

運
営
す
る
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
、
交
流
や
連
携
を
重
ね
、
農

村
と
都
市
の
相
互
理
解
と
共
感

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
農
村

と
都
市
双
方
の
地
域
活
性
に
力

を
発
揮
す
る
。
都
市
住
民
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
、

｢

物
の
豊
か
さ｣

よ
り
「
心
の
豊

か
さ
」
を
重
視
す
る
人
や
、
余

暇
に
生
活
の
力
点
を
置
く
人
が

増
え
、
農
業
・
農
村
へ
の
関
心

も
高
ま
っ
て
い
る
。
都
市
に
は

楽
し
み
や
心
の
豊
か
さ
な
ど
の

恩
恵
が
あ
り
、
農
村
に
は
生
き

が
い
や
副
収
入
を
も
た
ら
す
な

ど
、
双
方
へ
の
効
果
が
あ
る
。

癒
や
し
や
楽
し
み
を
提
供
し

て
く
れ
る
農
村
に
対
し
て
、
都

市
住
民
が
お
金
を
使
う
こ
と
は

大
き
な
経
済
効
果
だ
。
疲
弊
す

る
地
方
に
お
金
が
循
環
す
る
仕

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
農
村
地
帯

で
過
ご
す
休
暇
）
な
ど
農
都
共

生
活
動
を
進
め
た
い
。
「
経
済

の
循
環
」
と
同
時
に
、
「
情
報

の
循
環
」
「
人
材
の
循
環
」
が

起
こ
り
、
農
村
・
都
市
の
双
方

に
活
力
を
も
た
ら
す
。

消
費
者
を
増
や
し
、
国
消
国
産

を
拡
大
す
る
た
め
に
も
、
農
都

共
生
を
推
進
し
た
い
。

私
は
大
学
院
社
会
人
博
士
課

程
で
農
村
と
都
市
の
地
域
活
性

に
関
す
る
研
究
を
し
た
。
地
域

活
性
の
た
め
に
は
、
農
村
と
都

市
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
る
「
農

村
と
都
市
の
共
生
＝
農
都
共

生
」
が
重
要
と
い
う
結
論
を
得

た
。
農
業
を
理
解
・
応
援
す
る

はやし・みかこ 北海道大学農学

部卒業後、札幌テレビ放送アナウン

サーを経てキャスターに。北海道大

学で博士（工学）を取得。慶応大学

大学院ＳＤＭ特任教授を経て、ＳＤ

Ｍ研究所顧問。著書に「農村へ出か

けよう」（寿郎社）など。
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キ
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え
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女
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６
次
産
業
化
で
成
功
し
た
小
栗
美
恵
さ
ん


